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1 基本情報

・ パークの管理に関すること。
・ 漁業に関する体験学習事業を企画し、及び実施すること。
・ 漁業及び世界農業遺産「清流長良川の鮎」に関する資料を展示すること。
・ パークを利用する者への便宜の供与に関すること。
・ パークの利用の促進に関すること。
・ 前各号に掲げるもののほか、知事が別に定めること。

2 利用状況を把握するための指標 3 令和３年度の収支状況 （単位：千円）

4 前年度の評価員会議の主な意見及び対応

令和３年度　指定管理者評価結果票

所     管     課 農政部　里川振興課

評価対象期間 R3.4.1～R4.3.31

指 定 管 理 者

名     称 郡上市

構 成 員 -

所 在 地 郡上市八幡町島谷228番地

指定期間

施 設 概 要 
名     称 清流長良川あゆパーク

所 在 地 郡上市白鳥町長滝420-10

H30.6.2 ～ R5.3.31

指 定 管 理 業 務 の 内 容

指標
利用者数
（単位：人）

収  入  計 41,308

利 用 料 金 0
Ｒ１ 219,774

指定管理料 16,536
Ｒ２ 106,159

そ   の   他 24,772
Ｒ３ 87,950

支  出  計 41,308

人   件   費 16,967

施設管理費 24,341

そ   の   他 0

差   　　　　　　  引 0

納　　 　付 　　　金 -

前年度の評価員会議の主な意見 対応状況

・熱中症対策の強化

・体験期間中の大型テント２機と救護室を常設。
・ケヤキの木2本を植樹し、木陰空間を創出（R2）。
・夏季にウォーターシャワーを設置（R2から）。
・場内放送により熱中症への注意を呼びかけ（R2から）。

・全体にイベントの参加者が減っているため、プログラ
ムの見直しが必要では

・コロナ禍前と比較し自主事業体験者数が減少したため、水
中ドローンや投網を活用した体験や家族で１日楽しめる食と
体験のセットプラン開発、ＨＰ上での水中映像やあゆ料理レ
シピのコンテンツ整備を実施。
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5 評価員会議による評価結果

＜評価基準＞

6 県による評価結果

＜評価基準＞

評      価      項      目 
評価点
(平均点)

評価員の主な意見

管理基準の充足状況 4.0
・利用者からの苦情を知ればもっと分析ができる。
・利用者からも好評を得ている。
・アンケート等を反映して努力している。

設置目的の充足状況 4.0 ・コロナ禍だったが頑張っている。広報は時期を見て調整するように。
・コロナ禍でありながら一定の利用者があり良い傾向である。

４ 協定書等に定める水準を上回る管理運営がなされている

公共性の確保の状況 3.75 ・環境保全への取り組みを今以上に実践し、アピールしてもらいたい。
・清掃業務にシルバー人材の派遣もあり、良い。

経営状況 4.0
・収支については努力している。
・市内だけでなく県内全域からの体験者が増えており、メニューの数や種
類も調整されている。

派生的効果 4.0
・SNSをうまく使っていく必要がある。
・清流長良川をPRする基幹施設として経済効果を高めた運営がなされて
いる。
・県魚鮎について五感を通して体験でき、良いイメージで知ってもらえる。

５ 協定書等に定める水準を上回る管理運営がなされており、かつ特筆すべき実績・成果を上げている

S 優れた管理運営がなされており、かつ十分な実績・成果を上げている

A 優れた管理運営がなされている

B 適正な管理運営がなされている

C 改善を要する

３ 協定書等に基づき、適切な管理運営がなされている

２ 協定書等に基づき、概ね適切な管理運営がなされているが、一部に更なる工夫や改善を要する

１ 改善を要する

最終評価 評価の考え方

A
・コロナ禍が長期化する中においても一定の来場者数を保っており、評価できる。
・利用者満足度も高く、円滑な管理運営がなされていると評価できる。
・新たな体験プログラムの試行やより良い施設の維持管理によって、質の高いサービス提供に努め
ていると評価できる。
・電子媒体の積極的な活用や環境保全など、引き続き社会的な要請に適応していくことが必要。


